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市議会の本会議、委員会の傍聴受付は

開会 30 分前 から　開始します。

市議会
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ご案内
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親しい人が亡くなり、深い悲しみであったり、混乱のある方が最初に接するのが、おくやみ窓口だと思うが、
民間事業者に委託するにあたってグリーフケア　はどのように担保されるのか。市職員と委託事業者の間で
の厳格な個人情報管理体制の構築、また市民課による厳格な応対指導をどのように実施していくのか。

身近な人や大切な存在を失った場合に生じる反応を「グリーフ（悲嘆）」と言い、グリーフを抱えた方に寄り添い、援助すること

９月定例会議での

議 案 審 議
【開催期間】　9月1日～ 9月24日（24日間）
【市長提出議案】 令和8年度補正予算 5件
 条例改正 11件
 指定管理者の指定 8件
 契約変更・締結 3件
 財産の取得 1件
 市道認定 1件
 諮問 2件
 人事関係 2件
 決算の認定 10件
【請願】  2件
【議員提出議案】  2件

●議案等の審議 .............................. 2～6ページ

●一般質問 ................................... 7～11ページ

●ギカイレポート...........................12～15ページ

●所沢から輝け!! ................................16ページ

今回の
主な
内容

市長提出議案のおもな事業概要事業概要

原案
　可決 ご遺族の不安や負担を減らします

議案第８５号　　令和８年度所沢市一般会計補正予算（第2号）

（　 市民課　２９９８-９０８７）

　 身近な方がお亡くなりになった際に、市役所で必要となる手続の案内及び受付を行う専用の窓口「おくやみ窓口」を開設します。

おくやみ窓口開設・運営事業

実
施
ス
ケ
ジ
ュー
ル

令和8年
10月

委託事業者の選定

令和8年
12月

契約締結・開設準備

令和9年
6月

窓口業務開始

問

答

問

答

おくやみ窓口を設置することで、市民の手続に要する時間や来庁回数など、どれくらい削減することを目指して
いるのか。

死亡に伴う手続のため、標準的な場合、世帯主変更や印鑑登録などの住民登録関係をはじめ、年金や国民健康保
険、介護保険など、3ヶ所以上の窓口を回る必要があるが、このような手続は、おくやみ窓口にてワンストップ
方式で受付することで、遺族の方の負担を減らしたいと考えている。

グリーフケアの対応は、業者選定における項目の一つになると思っている。市職員と委託事業者の応対も、窓口
開設までにはしっかりと判断基準なども含め決めていき、来年の6月の開設には満足度の高いものができるよう
に考えている。
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令和 8年（2026年）11月15日

　中核市への移行に向けて、埼玉県から移譲される事務に対応する人員を確保するとともに、選挙における職員体制の充実を
図る等職員定数を整備します。

日本共産党
所沢市議団

花岡 健太 議員

原案
　可決 中核市への移行に向けて

議案第９０号　所沢市職員定数条例の一部を改正する条例制定について

（　 経営企画課　２９９８-９０２７）

  定　　数 
  改正前 改正後
市長部局の職員 １,７６２人 １,８５７人
公営企業の職員 １８４人 １４７人
選挙管理委員会の職員 ７人 ９人
教育委員会の職員 ２７７人 ２１９人

中核市への移行に向けて、埼玉県から移譲される事務に対応する人員を確保するとされているが、中核市の指
定に係る国への申出に必要な議会の議決に先行して、中核市移行を理由に職員定数条例を改正する必要性はあ
るのか。

問

答
中核市移行当初においても安定したサービスを提供するためには、これまで移行してきた自治体と同様に、国へ
の申出に係る議会の議決の前から準備、事務の引継ぎのため、職員定数や職種に応じた給料及び手当等を整備し、
職員を採用していくことが必要である。

議案第９０号「所沢市職員定数条例の一部を改正する条例制定について」に 反対

　中核市への移行に向けて、埼玉県から移譲される事務に対応する人員を確保するための改正となり、
市長部局の職員は定数が増える一方、公営企業と教育委員会の職員の定数は、それぞれ37名、58名
減ることとなる。中核市移行は、十分な職員数を確保することが最も重要だと考えているが、ほかの県
内中核市と比べても、職員定数は少なく、また、埼玉県から移譲される委任事務が今後どれぐらい増え
るか分からないため、この定数で十分なのか判断できないことから反対する。

人 事 関 係

やなぎさわ えいこ

公平委員会委員選任に同意
議案第114号　公平委員会委員選任の同意を求めることについて

栁沢　栄子 氏

いせき よしくに

人権擁護委員の推薦に同意
諮問第4号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

井関　義邦 氏
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原案
　可決 佐野允彦議員に対し再度猛省を求める決議

議員提出議案第4号

議員提出議案

議員提出議案第3号

決算特別委員会の設置について
　令和７年度一般会計、各特別会計及び各事業会計の決算
認定案件１０件の審査のため、８人の委員をもって構成する
決算特別委員会を設置しました。
　なお、この特別委員会は、議会が活動終了を議決するま
で存続します。

決算特別委員会は9月28日から9月30日まで審査を行いました。

決算特別委員会委員

◎福原　浩昭（公明党）
〇前田　浩昭（自由民主党・維新・参政・無所属の会）
　花岡　健太（日本共産党所沢市議団）
　長谷川礼奈（さきがけ）
　大石　健一（至誠自民クラブ）
　山口　浩美（公明党）
　中　　毅志（市民クラブ未来）
　斎藤　由紀（至誠自民クラブ）

　　　　　   ◎…委員長　　　〇…副委員長

　佐野允彦議員は、令和８年第５回（９月）定例会議において花岡健太議員の一般質問中に不穏当な発言
を繰り返した。 
　その後、議会運営委員会にて侮辱を受けたとの訴えが花岡議員からあった。 
　地方自治法第１３２条には「普通地方公共団体の議会の会議又は委員会においては、議員は、無礼の言葉
を使用し、又は他人の私生活にわたる言論をしてはならない。」とある。 
　そのうえで、佐野議員に対しては、令和６年１２月２０日に「佐野允彦議員に猛省を求める決議」が議会に
おいて起立総員で可決されているにもかかわらず、不穏当な発言を繰り返す行為は議会軽視にほかならない。 
　以上のことから、佐野允彦議員の所沢市議会の名誉を傷つける行為に対し、再度猛省を求めるものである。

請　　　願

請願第４号
「保健医療特別委員会」での意見集約にあたり、所沢市議会基本条例
　　　　　　　に基づき市民からの声を聴く公聴会の実施を求めます

　令和８年所沢市議会２月定例会議で否決された「市民医療センター再整備事業」を含む内容を話し合う「保健医療特別委
員会」において、市民からの声を聴く公聴会を実施して欲しい

請願の要旨

不採択

日本共産党
所沢市議団
花岡 健太 議員

　市民医療センターを利用する市民の声を聞かずに提言を出すことは、真に必要と
している市民の声を見逃し、その後の運営に支障をきたすおそれがあると考える。
よい提言を出すためにも、利用する市民が納得する機会を設けるためにも、公聴会
を開くことは必要だと考え、賛成する。

賛
成
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令和 8年（2026年）11月15日

令和8年9月定例会議　審議結果

市長提出議案（33件） ■賛否の分かれた議案等　　　  については、議員別賛否一覧をご覧ください。

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果

 議案第85号 令和８年度所沢市一般会計補正予算（第２号） 

 議案第86号 令和８年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第１号） 

 議案第87号 令和８年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 予　　算

 議案第88号 令和８年度所沢市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 議案第89号 令和８年度所沢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 

 議案第90号 所沢市職員定数条例の一部を改正する条例制定について 
総務経済 議案第91号 所沢市一般職員の給与等に関する条例及び所沢市一般職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を  改正する条例制定について 

 議案第92号 所沢市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を  改正する条例制定について 

 議案第93号 所沢市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例制定  について 

 議案第94号 所沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定  について 

健康福祉 
原案可決

 議案第95号 所沢市病院事業の設置等に関する条例及び所沢市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例  の一部を改正する条例制定について 

 議案第96号 所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 議案第97号 所沢市ひと・まち・みどりの景観条例の一部を改正する条例制定について 建設環境
 議案第98号 所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理事業施行に関する条例及び所沢都市計画事業所沢駅西口  土地区画整理事業施行に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 議案第99号 所沢市消防団条例及び所沢市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正  する条例制定について 総務経済
 議案第100号 所沢市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定について

 議案第101号 所沢市民文化センターの指定管理者の指定について 市民文教

 議案第102号 所沢市立かしの木学園の指定管理者の指定について 
健康福祉

 議案第103号 所沢市立みどり児童館の指定管理者の指定について

 議案第104号 ラーク所沢の指定管理者の指定について 
総務経済

 議案第105号 所沢市観光情報・物産館の指定管理者の指定について

 議案第106号 所沢市パークゴルフ場の指定管理者の指定について 

 議案第107号 所沢市立所沢図書館所沢分館等の指定管理者の指定について 
市民文教

 可　　決

 議案第108号 所沢市立所沢図書館新所沢分館等の指定管理者の指定について 

 議案第109号 所沢市学校給食センター再整備事業契約締結についての一部変更について

 議案第110号 北野下富線（４工区）道路築造工事（下部工その３外）請負契約締結について 建設環境

 議案第111号 所沢市立安松小学校長寿命化改修（電気設備）工事（2／2）請負契約締結について 市民文教

 議案第112号 くぬぎ山特別緑地保全地区内の土地の取得について 
建設環境

 議案第113号 市道路線の認定について

 議案第114号 公平委員会委員選任の同意を求めることについて 付託省略 同意する

 諮問第２号 産業廃棄物処理業計画書（処分業）に係る意見を求めることについて 
建設環境 回答する

 諮問第３号 産業廃棄物処理業計画書（収集運搬業）に係る意見を求めることについて

 諮問第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 同意する
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荻野泰男　議員 石本亮三　議員 花岡健太　議員

議案番号 議　案　件　名 結　　果

 第 ３ 号 決算特別委員会の設置について  
原案可決

 第 ４ 号 佐野允彦議員に対し再度猛省を求める決議について  

議員提出議案（2件）

請　　　　願（2件）

赤
川　
洋
二

長
岡　
恵
子

末
吉
美
帆
子

石
本　
亮
三

荻
野　
泰
男

長
谷
川
礼
奈

島
田　
一
隆

青
木　
利
幸

中　
　
毅
志

粕
谷
不
二
夫

松
本　
明
信

矢
作
い
づ
み

花
岡　
健
太

中
井
め
ぐ
み

小
林　
澄
子

斎
藤　
由
紀

秋
田　
　
孝

大
舘　
隆
行

大
石　
健
一

谷
口　
雅
典

福
原　
浩
昭

山
口　
浩
美

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

大
久
保
竜
一

植
竹　
成
年

石
原　
　
昂

入
沢　
　
豊

前
田　
浩
昭

大
庭　
祥
照

佐
野　
允
彦

神
戸　
鉄
郎

斉
藤
か
お
り

議員別賛否一覧 各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

立
憲
民
主
党
・

無
所
属
の
会

立
憲
リ
ベ
ラ
ル

の
会さきがけ市民クラブ

未来
日本共産党
所沢市議団

自由民主党・
維新・参政・
無所属の会

至誠自民クラブ公明党

議案第８５号

議案第８８号

議案第９０号

議案第９２号

議案第９３号

議案第９４号

議案第107号

議案第108号

請願第４号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○× × × ×

○○○○ × × × × × × × × × ×××××××××××××××××××

（
議
長
）

番　　号 件　　　　　名 付託委員会 結　　果

 請願第４号 「保健医療特別委員会」での意見集約にあたり、所沢市議会基本条例に基づき市民からの声を聴く  公聴会の実施を求めます 保健医療 不 採 択

 請願第５号 市民文教常任委員会に対して、まちづくりセンター設置条例第７条２号等の法的根拠や関係法令  との整合性及び運用について検証していただくことを求める請願 市民文教 審 査 中   

緊 急 質 問 緊急質問の
議会中継は
コチラをご
覧ください

所沢市職員採用試験受験者情報漏えいの件について、3人の議員が緊急質問を行いました。

９/２４

【要旨】
外部事業者のシステム等を利用
している業務について、全庁的
な点検を行う考えがあるのか。

【要旨】
個人情報保護委員会への報告
はいつ行ったのか。

【要旨】
漏えいした情報が不正に利用
されたなどの被害は確認されて
いないとのことだが、今後の調
査内容について示してほしい。

　緊急質問とは、市政に対する
一般質問や議案に対する質疑
以外で、緊急を要する内容や、
真にやむを得ないと認められる
場合、その事柄について、議会
の同意を得た上で質問を行うこ
とができるのだ。
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日本共産党
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議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
等
も
含
め
て
、

市
に
対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
質
問
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の
質
問

項
目
お
よ
び
動
画
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

9
月
定
例
会
議
で
の

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

市
内
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

Q
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了
目
標

は
な
ぜ
令
和
13
年
度
な
の
か
。

ま
た
、
三
ケ
島
公
民
館
の
体
育

館
の
利
用
者
か
ら
は
暑
い
と
い
っ

た
声
も
届
い
て
い
る
。
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
が
避
難
生

活
で
熱
中
症
の
疑
い
で
死
亡
す

る
事
例
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
立
学
校
の
体
育
館
や

地
区
体
育
館
へ
の
早
急
な
エ
ア

コ
ン
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
学
校
の
体
育
館
は
、
災
害

発
生
時
に
は
市
民
の
命
を
守
る

避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
も
の

で
あ
り
、
エ
ア
コ
ン
設
置
は
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
最

優
先
か
つ
最
大
の
課
題
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
で
、
市
民
の
安
全

を
早
期
に
確
保
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
従
来
計
画
か
ら
1
年

間
短
縮
し
、
学
校
体
育
館
への
エ

ア
コ
ン
設
置
を
令
和
12
年
度
完

了
に
前
倒
し
す
る
計
画
へ
と
改
め

る
こ
と
と
し
た
。
地
区
体
育
館
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
学
校
体
育
館
へ
の
集
中

整
備
を
最
優
先
で
進
め
、
そ
の

進
捗
や
利
用
状
況
等
を
見
極
め

な
が
ら
、
今
後
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
所
沢
総
合
食
品
地
方
卸
売

市
場
の
場
所
が
道
の
駅
だ
っ
た

ら
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に

つ
な
が
り
、
農
産
物
直
売
所
も

整
備
さ
れ
、
特
産
物
を
は
じ

め
、
多
く
の
新
鮮
野
菜
が
店
に

並
ぶ
も
の
と
思
う
。
関
越
自
動

車
道
所
沢
イ
ン
タ
ー
付
近
な
の

で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
で

き
、
多
く
の
利
用
者
で
賑
わ
う

の
で
は
な
い
か
。
問
題
点
が
ク

リ
ア
で
き
れ
ば
、「（
仮
称
）道

の
駅
所
沢
」を
造
っ
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺

う
。A

道
の
駅
の
整
備
は
、
地
域

活
性
化
の
魅
力
的
な
ア
イ
デ
ア

の
一
つ
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
。
一
方
で
、
実
現
に
は
、
24

時
間
施
設
な
ど
の
整
備
が
必
要

と
な
る
た
め
、
限
ら
れ
た
敷
地

の
中
で
本
来
の
市
場
機
能
と
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。
ま
た
、
現
在

の
市
場
は
、
農
産
物
の
安
定
供

給
や
農
業
者
の
出
荷
先
の
確
保

と
い
っ
た
公
共
的
機
能
を
さ
ら

に
強
化
し
て
お
り
、
経
営
の
安

定
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
市
場
が
持
つ
重
要
な
役
割

と
機
能
を
、
維
持
・
強
化
す
る

こ
と
に
重
き
を
置
い
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

所
沢
総
合
食
品
地
方
卸
売
市
場

の
場
所
に
道
の
駅
を

公
共
交
通
の担

い
手
確
保
の
支
援
を

Q
東
京
都
武
蔵
野
市
で
は
、

令
和
8
年
度
か
ら
3
年
間
を
緊

急
採
用
支
援
期
間
と
位
置
づ

け
、
バ
ス
運
転
手
等
の
体
験
会

や
住
宅
手
当
、
採
用
に
関
す
る

ウ
ェ
ブ
広
告
費
等
へ
の
補
助
を

す
る
な
ど
、
担
い
手
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
、

運
転
手
不
足
を
交
通
事
業
者
だ

け
の
課
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、

例
え
ば
第
二
種
運
転
免
許
の
取

得
支
援
や
就
職
説
明
会
、
採
用

情
報
の
発
信
な
ど
、
市
と
し
て

公
共
交
通
の
担
い
手
確
保
を
支

援
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
公
共
交
通
の
担
い
手
募
集

の
支
援
は
、
市
内
の
交
通
事
業

者
と
連
携
し
、
運
転
士
の
募
集

案
内
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
外
の
教

習
所
に
チ
ラ
シ
を
配
架
し
て
い

る
。
ま
た
、
市
や
県
な
ど
で
企

業
面
接
会
や
就
職
相
談
会
な
ど

を
開
催
し
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー

運
転
手
の
確
保
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
第
二

種
免
許
の
取
得
支
援
は
、
取
得

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

が
国
や
県
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

市
内
交
通
事
業
者
も
活
用
さ
れ

て
い
る
。

緊
急
避
難
時
の
シ
ェ
ル
タ
ー
の

収
容
能
力
と
し
て
の
人
口
カ
バ
ー
率
を

1
0
0
％
に

Q
高
市
内
閣
は
令
和
8
年
3

月
に「
緊
急
事
態
を
想
定
し
た

避
難
施
設（
シ
ェ
ル
タ
ー
）の

確
保
に
関
す
る
基
本
方
針
」に

つ
い
て
閣
議
決
定
し
、
全
て
の

市
区
町
村
に
お
い
て
令
和
12
年

度
ま
で
に
緊
急
避
難
時
の
シ
ェ

ル
タ
ー
の
収
容
能
力
と
し
て
、

人
口
カ
バ
ー
率
1
0
0
％
を
目

指
す
方
針
を
示
し
た
。
本
市
の

カ
バ
ー
率
は
令
和
8
年
4
月
1

日
現
在
で
約
11.
5
％
と
か
な

り
厳
し
い
数
字
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

こ
れ
か
ら
本
市
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
市
の
見

解
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
、
避
難
住
民
等

を
収
容
す
る
避
難
所
を
重
視
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
基
本

方
針
で
示
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
自
然
災
害
と
は
異
な
り
、

ま
ず
は
爆
風
等
か
ら
の
直
接
の

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
一
時

的
な
避
難
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、「
緊
急
一
時
避
難
施
設
」

の
指
定
を
促
進
す
る
た
め
、
適

切
な
公
共
施
設
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
を
行
う
と
と
も
に
、
埼
玉
県

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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指
定
管
理
者
の
選
考
の
際
に
は

市
内
事
業
者
の
活
用
を

Q
指
定
管
理
者
制
度
が
始

ま
っ
て
22
年
が
た
ち
、
当
初
は

競
争
原
理
が
働
く
か
ら
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
指
定

管
理
の
選
考
の
中
で
は
、
一
者

し
か
応
募
が
な
い
、
選
考
の
結

果
、
地
元
事
業
者
で
は
な
く
大

手
に
変
わ
る
な
ど
の
指
定
管
理

制
度
の
運
用
状
況
が
見
て
と
れ

る
こ
と
か
ら
、
競
争
原
理
は
働

か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は

と
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
選

考
の
際
、
市
内
事
業
者
の
支
援

育
成
も
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
と
考

え
る
が
、
選
考
基
準
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
本
市
の
指
定
管
理
者
の
候

補
者
は
、
評
価
集
計
表
に
基
づ

き
各
所
管
部
が
設
置
す
る
選
定

委
員
会
で
合
議
の
上
、
選
定
し

て
い
る
。
評
価
集
計
表
の
項
目

や
配
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
設
置
目
的
や
特
性
、
課
題
等

を
踏
ま
え
て
、
選
定
委
員
会
で

協
議
の
上
、
決
定
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
市
内
事
業
者
等
で
あ

る
こ
と
に
よ
る
優
位
性
が
期
待

で
き
る
施
設
に
お
い
て
は
、
評

価
集
計
表
の
配
点
比
率
等
に
よ

って
配
慮
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

Q
「
と
こ
ペ
イ
」は
10
月
末
ま

で
で
終
了
し
、
そ
の
後
総
括
を

行
う
と
思
う
が
、
今
後
、
同
様

の
電
子
商
品
券
の
事
業
を
行
う

場
合
、
少
な
く
と
も
日
常
食
料

品
を
購
入
で
き
る
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
カ
ー
ド
の
み

で
も
使
え
る
こ
と
を
店
舗
登
録

の
必
要
条
件
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

A
今
回
の
事
業
は
カ
ー
ド
利

用
の
可
否
を
各
店
舗
が
選
択
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は

決
済
時
の
カ
ー
ド
の
読
み
取
り

対
応
が
難
し
い
店
舗
に
も
参
加

い
た
だ
き
、
市
民
に
よ
り
多
く

の
店
舗
で「
と
こ
ペ
イ
」を
利
用

い
た
だ
き
た
い
と
い
っ
た
狙
い
が

あ
る
。
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る

こ
と
を
登
録
の
必
要
条
件
と
し

た
場
合
に
は
、
加
盟
店
舗
数
の

減
少
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
の
事
業
に
つ

い
て
は
、
実
施
の
在
り
方
を
含

め
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
利

用
す
る
側
だ
け
で
は
な
く
、
参

加
い
た
だ
く
店
舗
に
と
っ
て
も
、

使
い
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
に

調
整
を
進
め
て
い
く
。

Q
私
立
保
育
園
で
加
配
で
き

な
い
で
、
保
育
の
継
続
が
困
難

な
場
合
、
公
立
保
育
園
で
受
入

れ
や
一
時
保
育
な
ど
の
活
用
の

拡
張
な
ど
、
公
立
保
育
園
を

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
い
く

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。

A
保
育
が
必
要
な
児
童
の
通

園
先
は
、
保
護
者
の
希
望
を
踏

ま
え
た
利
用
調
整
の
結
果
、
決

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
加
配

が
必
要
な
児
童
も
、
民
間
・
公

立
の
区
別
な
く
、
在
園
す
る
施

設
に
お
い
て
保
育
が
継
続
で
き

る
よ
う
、
努
め
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
上
で
な
お
、

保
育
が
困
難
と
な
る
事
案
が
生

じ
た
際
は
、
公
立
園
が
こ
ど
も

に
と
って
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

役
割
を
担
う
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
し
か
し
、
個
別
具
体
的

な
状
況
に
合
わ
せ
た
判
断
が
必

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
律
の

対
応
を
定
め
た
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本

市
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
状

況
を
把
握
し
た
際
は
、
保
育
の

実
施
責
任
の
主
体
と
し
て
、
保

育
の
継
続
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

調
整
を
行
って
い
く
。

「
加
配
で
き
な
い
か
ら
転
園
を
」は

許
さ
れ
る
の
か

今
後
の
電
子
商
品
券
の
事
業
は

　
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

カ
ー
ド
利
用
を
可
能
に
す
る
べ
き
で
は

Q
雨
水
施
設
の
整
備
は
重
要

だ
が
、
短
時
間
に
処
理
能
力
を

大
き
く
超
え
る
よ
う
な
雨
が

降
った
場
合
、行
政
の
対
策
だ
け

で
は
浸
水
や
道
路
冠
水
を
完
全

に
防
ぐ
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
市
の
雨
水
対
策
の

能
力
の
限
界
、
浸
水
リ
ス
ク
を

分
か
り
や
す
く
周
知
し
、
具
体

的
な
自
助
の
行
動
を
促
す
取
組

を
さ
ら
に
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
で
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や「
防
災
ガ
イ
ド
・
避

難
所
マ
ッ
プ
」、「
内
水
（
浸
水
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」な
ど
に
よ

り
、
浸
水
リ
ス
ク
の
周
知
を

行
っ
て
お
り
、
出
前
講
座
な
ど

の
際
に
も
活
用
し
て
い
る
。
い

ず
れ
も
、
今
年
度
に
改
訂
を
進

め
て
お
り
、「
防
災
ガ
イ
ド
・
避

難
所
マ
ッ
プ
」に
つ
い
て
は
、
風

水
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
自
助

と
し
て
の「
よ
り
具
体
的
な
行

動
」に
つ
い
て
、
新
た
に
記
載
を

設
け
て
い
く
予
定
で
作
業
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、「
内
水（
浸

水
）ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
つ
い
て

も
、
近
年
の
豪
雨
災
害
の
教
訓

を
反
映
し
た
内
容
に
変
更
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

自
助
の
行
動
を
促
す
取
組
の

さ
ら
な
る
強
化
を

狭
山
湖
第
1
駐
車
場
の
ト
イ
レ
を

建
て
替
え
た
ら
ど
う
か

Q
狭
山
湖
第
1
駐
車
場
は
、

桜
の
季
節
だ
け
で
は
な
く
、
野

球
シ
ー
ズ
ン
で
も
球
場
に
徒
歩

で
行
け
る
た
め
、
い
ろ
ん
な
方

が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
本
駐
車

場
に
は
、
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
泡
で
流
れ
る
よ
う

な
形
と
な
り
、
流
れ
な
か
っ
た

場
合
、
バ
ケ
ツ
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
バ
ケ
ツ
の
水
で
追

加
し
て
流
す
形
の
ト
イ
レ
と

な
っ
て
い
る
。
間
も
な
く
狭
山
湖

第
1
駐
車
場
の
ト
イ
レ
ま
で
下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
昨
今
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
も
あ
り
、
市
民
も
早
朝
よ

り
散
歩
や
散
策
、
そ
し
て
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
が
多
い
た
め
、
こ
の
機
会

に
ト
イ
レ
を
建
替
え
た
ら
よ
い

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
令
和
8
年
度
中
に
当
該
ト

イ
レ
の
所
在
地
ま
で
下
水
道
が

整
備
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
を
含
め
た
改
修
工
事
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

Q
学
校
は
心
の
故
郷
な
の

で
、
学
校
の
統
廃
合
は
長
い
時

間
を
か
け
て
地
域
の
方
と
合
意

を
築
い
た
上
で
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
思
う
。
今
後
の
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。
単
純
に
統

廃
合
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

な
の
か
、
廃
校
し
た
学
校
の
活

用
の
在
り
方
と
か
、
ほ
か
の
公

共
施
設
と
の
複
合
化
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
方
法
が
あ
る
と
思
う
が
、

現
在
ど
う
い
う
方
向
性
で
考
え

て
い
る
の
か
、
教
育
長
の
見
解

を
伺
う
。

A
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

教
育
活
動
を
第
一
義
に
据
え
る

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
学
校
の

統
廃
合
や
ほ
か
の
公
共
施
設
と

の
複
合
化
も
含
め
、
様
々
な
学

校
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

地
域
や
学
校
の
実
情
を
見
極
め

な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
学
校
の
統
廃
合
は「
所
沢

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」及
び「
所
沢
市
公
共
施
設

長
寿
命
化
計
画
」を
踏
ま
え
、

今
後
の
児
童
生
徒
数
の
推
移
な

ど
も
総
合
的
に
勘
案
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
全
体
で
検
討
を
進
め
て
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
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生活保護法において、生活に困窮する人が保護を受ける前に優先して活用しなければならない他の法律や公的制度のこと

Q
年
金
制
度
は
老
齢
年
金
だ

け
で
な
く
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
な
ど
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
活
保
護

受
給
者
の
中
で
年
金
を
受
給
で

き
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
対

し
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

専
門
職
を
活
用
し
た
年
金
申
請

を
支
援
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て

以
前
提
案
し
た
。
年
金
申
請
支

援
は
単
に
生
活
保
護
費
を
削
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
第
一
義
的
に
は
、

本
来
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
保
障
を
確
実
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
本
人
の
権
利
保
障

の
た
め
の
取
組
だ
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
他
法

他
施
策
　
を
適
切
に
活
用
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
生
活
保
護
受
給
者
の
年
金

受
給
は
、
自
立
助
長
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
従
前
か
ら
職
員

に
よ
る
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

専
門
職
を
活
用
し
た
支
援
を
導

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
来

得
ら
れ
る
年
金
の
受
給
に
つ
な

が
り
、
そ
の
結
果
、
生
活
保
護

法
に
求
め
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
他
法
他
施
策
」
の
活
用
と
な

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の

　
専
門
職
を
活
用
し
た
年
金
申
請

支
援
事
業
の
導
入
を

Q
第
6
次
所
沢
市
総
合
計
画

の
高
齢
者
福
祉
に
お
い
て
、
高

齢
者
一
人
一
人
が
健
康
で
自
立

し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
介
護
予
防
や
重
度
化
防
止

に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
市
の
考

え
方
か
ら
も
、
高
齢
者
が
社
会

と
関
わ
り
を
持
ち
続
け
る
た
め
、

加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
費

補
助
事
業
を
、
低
所
得
者
支
援

に
と
ど
め
る
の
で
は
な
く
、
広

く
高
齢
者
の
健
康
と
社
会
参
加

を
支
え
る
重
要
な
施
策
と
位
置

づ
け
て
、
所
得
制
限
の
な
い
事

業
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
加
齢
性
難
聴
に
係
る
補

聴
器
の
購
入
事
業
は
、
こ
れ
ま

で
も
複
数
の
会
派
の
議
員
の

方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
高
齢
者
の

方
々
へ
の
活
動
助
成
は
、
私
の

公
約
で
も
あ
る
の
で
、
所
管
に

お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
声
に

も
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
も
検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
も
事
業
化
に

向
け
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
く
。

所
得
制
限
の
な
い
加
齢
性
難
聴
の

補
聴
器
購
入
費
補
助
事
業
を

将
来
的
な
負
担
も
確
認
し
た
上
で

  「
継
続
負
担
可
能
」と
判
断
す
る

仕
組
み
の
設
置
を

Q
令
和
7
年
度
は
、
市
税
が

増
加
す
る
一
方
で
、
人
件
費
や

扶
助
費
、
公
債
費
の
増
額
に
よ

り
、
義
務
的
な
経
費
の
比
率
は

51.
3
%
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。

つ
ま
り
新
し
い
施
策
を
始
め
れ

ば
、
施
策
の
経
費
だ
け
で
は
な

く
、
固
定
的
な
経
費
の
増
加
も

同
時
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
恒
久
施
策
を
実
施
す
る

に
は
将
来
の
人
件
費
や
扶
助
費

等
の
将
来
負
担
を
確
認
し
、
成

果
指
標
検
証
の
時
期
、
見
直
し

の
条
件
ま
で
設
定
し
た
上
で
、

継
続
し
て
負
担
で
き
る
と
判
断

で
き
る
仕
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
新
た
な
事
業
を
実
施
す
る

際
に
は
、
中
長
期
財
政
計
画
を

踏
ま
え
た
上
で
、
将
来
的
な
事

業
費
の
必
要
量
を
踏
ま
え
て
実

施
の
可
否
の
判
断
を
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
、
社
会
保
障

経
費
、
老
朽
化
が
進
む
公
共
施

設
や
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
費
や
公

債
費
、
物
価
高
騰
に
よ
る
様
々

な
経
費
へ
の
影
響
な
ど
も
踏
ま

え
て
判
断
を
し
て
い
る
。
負
担

の
継
続
が
可
能
か
の
判
断
は
、

社
会
情
勢
に
よ
っ
て
変
化
し
て

い
く
の
で
、
そ
の
状
況
に
合
わ

せ
、
よ
り
よ
い
検
証
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Q
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設

に
つ
い
て
、
市
外
の
方
か
ら
、
本

市
の
施
設
を
利
用
し
た
い
と
い

う
声
が
届
い
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
内
の
方
が
他
の
自
治

体
の
施
設
を
利
用
し
た
い
と
い

う
声
も
他
の
自
治
体
に
は
届
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
本
市

は
西
武
線
や
J
R
を
通
じ
て
近

隣
他
市
な
ど
と
密
接
な
生
活
圏

を
形
成
し
て
い
る
。
市
民
の
通

勤
動
線
に
合
わ
せ
た
病
児
・
病

後
児
保
育
施
設
の
利
用
機
会
を

確
保
し
て
は
ど
う
か
。
市
内
の

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
は
特

定
の
エ
リ
ア
に
位
置
し
て
お
り
、

ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
市
民
も
い

る
。
近
隣
自
治
体
の
境
界
付
近

に
あ
る
施
設
を
互
い
に
利
用
し

合
え
る
広
域
連
携
は
、
施
設
の

偏
在
を
補
う
有
効
な
手
段
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
本
市
の
病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
は
市
内
に
4
施
設
あ

り
、
東
は
柳
瀬
地
区
、
西
は

三
ケ
島
地
区
、
中
央
は
所
沢
地

区
と
並
木
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
一

か
所
ず
つ
で
実
施
し
て
い
る
。

な
お
、
施
設
数
的
に
は
充
足
し

て
い
る
こ
と
か
ら
広
域
連
携
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
検
討

し
て
い
な
い
。

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
利
用
の

広
域
連
携
を

西
武
球
場
前
駅
に

北
口
改
札
口
の
開
設
を

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
西
武
球
場
前
駅
北
口
改
札

口
の
開
設
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
回
の
西
武
球
場
前
駅
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併
せ
て
、
改
め
て

北
口
改
札
口
の
開
設
に
つ
い
て
、

西
武
鉄
道
株
式
会
社
に
検
討
し

て
ほ
し
い
旨
の
働
き
か
け
を
し

て
は
ど
う
か
、
市
の
見
解
を
伺

う
。A

西
武
球
場
前
駅
の
利
用
者

住
民
か
ら
、
西
武
球
場
前
駅
へ

の
北
口
改
札
口
の
開
設
に
関
す

る
要
望
書
が
市
へ
提
出
さ
れ
た

経
緯
が
あ
り
、
こ
の
要
望
を
踏

ま
え
、
平
成
10
年
に
策
定
し
た

所
沢
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
方

針
、
現
在
の
所
沢
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
山
口
地
区
の

街
づ
く
り
の
方
針
と
し
て
示
し
、

現
在
に
お
い
て
も
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
駅
利
用
者
や
地

域
住
民
か
ら
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
場
合
な
ど
、
西
武
鉄
道

株
式
会
社
に
対
し
、
北
口
改
札

口
開
設
の
検
討
に
つ
い
て
伝
え

て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

Q
公
共
空
間
は
、
行
政
で
し

か
で
き
な
い
必
要
な
こ
と
を
す

る
べ
き
で
あ
り
、
民
間
活
用
を

メ
イ
ン
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
。
最
近
の
豪
雨
災
害
は
異
常

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
大
雨
の

可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
所
沢
市
役
所
旧
庁
舎
及

び
旧
所
沢
市
文
化
会
館
跡
地
は

減
災
の
視
点
か
ら
、
浸
水
を
想

定
し
た
公
園
、
市
民
の
森
、
公

共
空
間
を
基
本
に
検
討
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

A
開
発
行
為
は
浸
水
対
策
の

視
点
も
必
要
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。
所
沢
市
役

所
旧
庁
舎
及
び
旧
所
沢
市
文
化

会
館
跡
地
に
つ
い
て
も
、
そ
う

し
た
こ
と
を
意
識
し
て
い
く
こ

と
は
重
要
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
浸
水
被
害
を
防

ぐ
対
策
と
し
て「
ま
ち
な
か
の

み
ど
り
」を
活
用
す
る
こ
と
も

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
夏
の
豪
雨
災
害

を
受
け
て
国
の
基
準
の
見
直
し

な
ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
た
上
で
、
跡

地
利
活
用
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

所
沢
市
役
所
旧
庁
舎
及
び
旧
所
沢
市

  

文
化
会
館
跡
地
は
減
災
の
視
点
か
ら

浸
水
を
想
定
し
た
公
園
の
検
討
を
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公
園
に
電
源
設
備
の
整
備
を

Q
現
在
も
公
園
電
源
は
、
管

理
作
業
用
に
加
え
、
防
災
時
に

活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

設
備
が
あ
る
と
の
認
識
を
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
既
存
の
す
べ

て
の
公
園
に
新
た
に
電
源
設
備

を
整
備
す
る
と
い
う
話
で
は
な

い
。
し
か
し
、
今
後
新
し
い
公

園
を
整
備
す
る
際
や
、
既
存
公

園
を
大
規
模
に
改
修
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
や

災
害
時
の
活
用
も
見
据
え
た
電

源
設
備
を
あ
ら
か
じ
め
整
備
し

て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
必
要

だ
と
思
う
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

A
公
園
は
多
く
の
方
が
集

い
、
憩
い
、
ま
た
、
災
害
時
は

避
難
場
所
と
な
る
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
。
市
民
の
方
が

安
全
安
心
に
、
そ
し
て
利
用
し

や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
や
災
害
時
を
見
据

え
た
電
源
設
備
の
整
備
の
方
向

性
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

予
防
接
種
で

「
健
幸
長
寿
の
ま
ち
」
を

Q
帯
状
疱
疹
は
、
高
齢
に
な

る
ほ
ど
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
り
、

重
症
化
や
長
期
的
な
痛
み
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
だ
け
で
健
康

寿
命
が
延
び
る
と
い
っ
た
単
純

な
話
で
は
な
い
が
、
病
気
の
発

症
や
重
症
化
を
予
防
し
、
長
く

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る

た
め
の
一
つ
の
手
段
と
し
て
、

重
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
の
予

防
医
療
の
取
組
を
踏
ま
え
、
健

幸
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

A
帯
状
疱
疹
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
予
防
接
種
は
、
罹
患
す

る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
の
あ
る

疾
病
に
対
す
る
予
防
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
予
防
医

療
の
中
で
も
重
要
な
取
組
の

一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
市
で
は
、
市
の
総
合
計
画
に

お
い
て
「
健
幸
長
寿
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
市
政
の
柱
の
一
つ
に

位
置
づ
け
、
予
防
接
種
や
各
種

検
診
、
健
康
の
維
持
・
増
進
に

向
け
た
事
業
な
ど
に
、
様
々
取

り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
結
果
、

本
市
の
健
康
寿
命
は
、
最
新
の

実
績
（
令
和
6
年
度
）
で
は
、

県
内
15
万
人
以
上
の
市
に
お
い

て
1
位
と
い
う
成
果
が
挙
が
っ

て
い
る
。

Q
今
回
、
市
内
牛
沼
の
国
道

4
6
3
号
沿
い
の
ヤ
ー
ド
の
火

災
が
発
生
し
た
が
、
こ
の
よ
う

な
火
災
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
関
係
機
関
と
密
に
連
携

し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
監
視
体
制
を
構
築
し
て
も
ら

い
た
い
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
当
該
事
業
場
で
は
本
年
に

な
っ
て
2
度
の
火
災
が
発
生

し
、
既
に
埼
玉
県
や
埼
玉
西
部

消
防
組
合
に
よ
る
指
導
も
行
わ

れ
て
い
る
。
当
該
事
業
場
に
お

け
る
特
定
再
生
資
源
の
屋
外
保

管
は
埼
玉
県
等
に
よ
る
指
導
等

を
行
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
も

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
、
定
期
的
、
継
続
的
な
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
地
域

の
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て

い
く
。
本
市
が
現
在
目
指
し
て

い
る
中
核
市
へ
移
行
し
た
場

合
、
地
域
の
方
々
の
意
見
や
不

安
を
早
期
に
把
握
し
、
事
業
者

に
対
し
て
違
反
の
な
い
よ
う
に

本
市
が
直
接
指
導
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
移
行
の
準
備

を
進
め
る
中
で
、
よ
り
適
切
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
本
市
が
次
世
代
航
空
の
実

証
や
研
究
の
拠
点
と
な
れ
ば
、

災
害
対
応
力
の
強
化
、
新
産
業

の
誘
致
、
航
空
文
化
都
市
と
し

て
の
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
世

代
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
特
区
へ
の
意

向
表
明
を
し
、「
次
世
代
空
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
社
会
実
装
に
向
け

た
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
参
加

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
を
伺
う
。

A
「
次
世
代
空
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
社
会
実
装
に
向
け
た
実
現
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
含
め
、
本
市

で
は
ド
ロ
ー
ン
に
関
し
て
特
区

申
請
や
実
証
参
加
の
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
要
望

や
ニ
ー
ズ
が
、
現
時
点
で
は
上

が
っ
て
き
て
お
ら
ず
、
申
請
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
ド
ロ
ー
ン

は
、
災
害
時
の
情
報
収
集
や
イ

ン
フ
ラ
点
検
、
農
業
、
物
流
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
活
用
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
、
地
域
課
題
の

解
決
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

化
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
有
す

る
技
術
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
の
で
、
今
後
の
技
術
的
な
動

向
や
他
自
治
体
の
活
用
事
例
等

に
つ
い
て
、
情
報
収
集
を
進
め

て
い
く
。

Q
静
岡
県
浜
松
市
は
、
浜
松

市
適
正
な
蓄
電
池
設
備
の
設
置

等
に
関
す
る
要
綱
及
び
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
設
け
て
お
り
、
福
島

県
福
島
市
で
は
、
福
島
市
系
統

用
蓄
電
池
設
備
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
て
い
る
。

本
市
で
も
市
民
の
生
命
、
財
産

を
守
る
た
め
に
、
住
民
に
対
す

る
説
明
を
求
め
る
よ
う
な
要
綱

等
の
制
定
を
検
討
で
き
な
い
か

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

A
社
会
の
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
設
備
は
、
前
提

と
し
て
設
置
す
る
事
業
者 

が
法

令
等
に
則
っ
て
事
業
を
実
施
す

べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
法

令
を
遵
守
し
、
事
故
等
が
発
生

し
な
い
よ
う
最
善
の
対
策
を
と

り
、
地
域
社
会
と
共
存
で
き
る

こ
と
で
、
住
民
の
理
解
が
深

ま
って
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
蓄
電

池
の
施
設
の
安
全
性
向
上
に
向

け
た
保
安
要
件
を
明
確
化
す
る

な
ど
、
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
国
の
動

向
や
他
市
の
状
況
も
注
視
し
つ

つ
、
市
内
に
お
け
る
事
業
者
の

動
き
な
ど
の
情
報
収
集
を
進
め

る
と
と
も
に
、
立
地
さ
れ
る
場

所
の
周
辺
状
況
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
必
要
な
対
応
策
を
検
討

し
て
い
く
。

住
民
に
対
す
る
説
明
を
求
め
る
よ
う
な

要
綱
等
の
制
定
を

危
険
木
の
伐
採
費
用
に
補
助
を

Q
市
道
、
通
学
路
の
安
全
確

保
、
防
災
上
の
公
共
性
、
公
道

上
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
予
防
投
資
と
し
て
の
補
助
と

い
う
意
味
で
、
公
道
に
倒
木
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
木
の
伐

採
費
用
に
対
す
る
補
助
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

A
公
道
へ
の
被
害
防
止
の
観

点
で
は
、
樹
木
に
よ
る
影
響
以

外
の
も
の
も
含
め
、
道
路
所
管

部
署
が
日
常
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ

り
状
況
の
把
握
に
努
め
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
関
係
地
権
者
等
へ

の
働
き
か
け
を
行
って
い
る
。
民

有
地
の
所
有
者
に
対
す
る
樹
木

に
よ
る
被
害
防 

止
を
目
的
と
し

た
補
助
は
ナ
ラ
枯
れ
に
よ
る
被
害

木
への
補
助 

の
よ
う
に
、
被
害
が

広
範
囲
に
拡
大
し
て
公
有
地
へ
も

波
及
し
、
市
民
生
活
への
大
き
な

支
障
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
公
費
に
よ
る
補
助

を
行
った
例
も
あ
る
。
倒
木
な
ど

の
危
険
か
ら
の
市
民
の
安
全
の
確

保
と
、
公
物
への
被
害
の
未
然
防

止
等
の
観
点
か
ら
必
要
性
を
鑑

み
、
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
有
効

で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ヤ
ー
ド
　 

の
火
災
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、市
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
監
視
体
制
を

次
世
代
空
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
社
会
実
装
に 

　
向
け
た
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
参
加
を
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Q
文
化
芸
術
は
文
化
振
興
と

い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
社

会
参
加
や
孤
独
・
孤
立
、
心
身

の
健
康
、
生
活
の
質
の
向
上
な

ど
、
福
祉
分
野
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
。
埼
玉
県
で

は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
登
録
し
、

福
祉
・
医
療
施
設
な
ど
か
ら
の

希
望
に
応
じ
て
紹
介
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン

サ
ー
ト
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
5
年
3
月
定
例
会
に
お
い

て
、
芸
福
連
携
と
い
う
テ
ー
マ

で
質
問
し
た
際
に
は
、
市
の
み

な
ら
ず
様
々
な
団
体
や
施
設
と

の
連
携
・
協
力
を
行
い
な
が
ら
、

今
後
も
芸
福
連
携
を
進
め
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

現
在
、
文
化
的
処
方
を
福
祉
分

野
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
A
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会

は
、
心
の
安
定
や
社
会
的
つ
な

が
り
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
、
様
々

な
よ
い
効
果
を
も
た
ら
し
、
人

生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一

方
で
、
福
祉
分
野
で
の
文
化
的

処
方
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
一

人
一
人
に
適
切
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
市
の
事

例
を
含
め
、
研
究
し
て
い
く
。

文
化
的
処
方
を福

祉
分
野
に
活
用
を

Q
地
域
医
療
を
考
え
る
上
で

は
、
介
護
の
予
防
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に

は
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に

予
防
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
。
多
く
の
団
体

が「
ト
コ
ろ
ん
元
気
百
歳
体

操
」に
参
加
さ
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
さ

ら
に
ど
の
よ
う
に
広
げ
て
い
く

の
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
市
で
は
、
70
歳
以
上
の
高

齢
者
の
方
を
対
象
と
し
た
介
護

予
防
・
認
知
症
予
防
普
及
啓
発

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
項
目

別
の
点
数
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
結

果
票
と
し
て
送
って
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
ご
自
身
の
心
身
の
状

況
を
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
と
も
に
、
介
護
予

防
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に
お
け

る
自
主
的
な
介
護
予
防
活
動
の

支
援
と
し
て
、
ト
コ
ろ
ん
元
気

百
歳
体
操
に
お
け
る
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
お
達

者
倶
楽
部
へ
の
活
動
助
成
、
介

護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

の
導
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
引
き
続
き
、
市
民
の
方
々

に
よ
る
介
護
予
防
活
動
を
広
げ

る
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

地
域
医
療
を
考
え
る
上
で

介
護
予
防
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

高
齢
者
等
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
支
援
制
度
を

Q
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、
必

要
性
を
理
解
し
て
い
て
も
、
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、

自
ら
購
入
、
設
置
す
る
こ
と
が

難
し
い
世
帯
が
存
在
す
る
。
木

造
住
宅
が
多
い
地
域
な
ど
、
火

災
の
危
険
性
が
高
い
地
域
や
、

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
困

難
な
世
帯
か
ら
優
先
し
て
購
入

費
へ
の
助
成
と
取
付
け
ま
で
の

支
援
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
が

有
効
と
考
え
る
が
、
こ
う
し
た

重
点
化
し
た
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

の
設
置
支
援
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
消
防
庁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
を
見
る
と
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
そ
の
も
の
を
知
ら
な

い
、
効
果
が
わ
か
ら
な
い
と

い
っ
た
声
が
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
ま
ず
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
、 

そ
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
け
る

よ
う
、
地
域
で
活
動
い
た
だ
い

て
い
る
自
主
防
災
組
織
の
方
々

の
お
力
添
え
な
ど
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
あ
る
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
に
国
の
補
助
制
度
は

Q
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建

て
替
え
に
関
し
て
、
国
の
補
助

制
度
の
公
立
病
院
事
業
債
プ
ラ

ス
交
付
税
措
置
な
ど
が
あ
る
と

言
わ
れ
る
が
、
今
回
の
再
整
備

事
業
は
補
助
の
対
象
に
な
る
の

か
。
内
容
と
補
助
率
、
補
助
額

に
つ
い
て
、
実
際
に
補
助
さ
れ

る
と
し
た
ら
幾
ら
軽
減
さ
れ
る

の
か
。

A
20
床
以
上
の
病
床
を
有
す

る
公
立
病
院
の
建
て
替
え
に
当

た
っ
て
は
、
実
施
設
計
及
び
建

設
工
事
に
か
か
る
費
用
の
全
額

が
病
院
事
業
債
の
対
象
と
な

る
。
病
院
事
業
債
を
活
用
す
る

場
合
、
翌
年
度
か
ら
元
利
償
還

金
が
発
生
す
る
が
、
そ
の
2
分

の
1
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り 

出
し
基
準
の
対
象
と
な
っ
て
お

り
、
さ
ら
に
そ
の
2
分
の
1
、

つ
ま
り
元
利
償
還
金
の
4
分
の

1
が
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
建

築
単
価
に
は
上
限
が
あ
る
の

で
、
現
状
で
は
措
置
さ
れ
る
額

は
4
分
の
1
を
下
回
る
も
の
と

見
込
ま
れ
る
。

Q
行
政
通
知
を
紙
で
確
認
、

保
管
し
た
い
方
に
は
郵
送
を
続

け
、
デ
ジ
タ
ル
で
受
け
取
り
た

い
方
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認

で
き
る
な
ど
、
受
け
取
り
方
法

を
選
べ
れ
ば
利
便
性
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
岐
阜

県
可
児
市
で
は
令
和
7
年
10
月

か
ら
デ
ジ
タ
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
て
い
る
。
本
市
で
も

同
様
に
、
今
後
の
行
政
通
知
に

つ
い
て
、
本
人
が
紙
か
デ
ジ
タ

ル
か
を
選
び
そ
の
希
望
に
応
じ

た
方
法
で
通
知
を
受
け
取
れ
る

仕
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
デ
ジ
タ
ル
通
知
は
、
手
続

の
結
果
を
受
け
取
る
ま
で
の
時

間
を
短
縮
で
き
る
な
ど
の
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
処
分
性
の
あ
る
通
知

に
対
す
る
法
的
な
整
理
や
、
紙

と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
で
事
務
処

理
を
行
う
場
合
の
業
務
量
や
費

用
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。
デ
ジ

タ
ル
通
知
は
、
本
市
が
進
め
て

い
る
D
X
の
一
つ
の
手
法
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
D
X
推
進
の

取
組
全
体
の
中
で
、
ど
の
よ
う

な
形
で
進
め
る
の
が
よ
い
か
、

最
適
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

行
政
通
知
を
デ
ジ
タ
ル
で
も

受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か

ローカル・マニフェスト推進連盟主催
2026
7.14

全国の議会改革を進めている
市議会のうち、本市が選ばれ、
粕谷不二夫議長がパネルディ
スカッションへ登壇し、通年会
期制を中心に議会改革につい
て説明しました。

～議会基本条例20周年
　　いま、地域の未来を動かす議会へ～
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《詳細はコチラ》

ギ カ イ レポート

議会報告会
7月17日　所沢西高校　テーマ 「10年後に向けて所沢をどのようにしていきたいか」

自転車専用道路を作ったり、バスの本数を
増やしたりと、交通政策に関する課題を改善
することが大事だと思いました。

今の高校生が注目しているスポットが私たち
議員や市役所が考えていることと隔たりがあ
ることに気づかせていただきました。

Ａグループ　　　　　石本　亮三議員　石原　昂議員

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

生徒の
意見

議員の
講評

人の魅力あふれる場所は駅の利用者もたくさ
ん増えると思います。所沢西高校のもっと近く
に所沢西高校駅ができたら嬉しいです。

現実的な話と、少しこれは難しいからできる
ことをやってみようというのと分けており、大
変分かりやすかったです。

Ｃグループ　　　　　大石　健一議員　福原　浩昭議員

議員の
講評

議員の
講評

娯楽施設をつくる以外にも、自治体ごとの奉
仕活動、ボランティア活動を活性化して、人々
の関わりを増やし、街全体を明るくするという
案があがりました。

皆さんの様々な意見を聞いて、もっともっとや
ることがあって、それをやれば、よい所沢にな
るということを改めて思いました。

Ｂグループ　　　　　亀山　恭子議員　秋田　孝議員

議員の
講評

観光に力を入れたり、街の発展もやると、オー
バーツーリズムの原因になってしまうので、
その対策が必要だという意見が出ました。

発表を一緒にやっていこうと協力している姿
を見まして、10年後の所沢はまだまだ明るい
と思いました。

Ｄグループ　　　　　島田　一隆議員　中　毅志議員

7月24日　所沢高校　テーマ 「住み続けたい街とは」

大人になると自分で住む街を選べるので、
私はこの街に住んでいるんだという誇りやプ
ライドを持てるのが、住み続けたい街ではな
いかと思います。

皆さんが大人になって、自分が住みたい街を
選んだ先で、もっとこうしたい、ああしたいと
動けるような大人になってほしいと思います。

Ａグループ　　　　　赤川　洋二議員　神戸　鉄郎議員

議員の
講評

どこの街が一番住み続けたいかということで
はなくて、根本的に住み続けたいと思う街は
どういう街なんだろうかということに軸を置い
て考えました。

みんなで話し合って、言語化して、整理して
考える中で、色々なことが自分の心の中で整
理できた気がします。

Ｃグループ　　　　　末吉美帆子議員　大久保竜一議員

議員の
講評

議員の
講評

人とのつながりを大事にする街、サービスが
充実している街、住みやすくて不満が出にく
い街という三つの案が出ました。

子育て支援があると気持ちが楽になるという
話があり、本当にそのとおりだと感じました。

Ｂグループ　　　　　荻野　泰男議員　山口　浩美議員

議員の
講評

便利と人のどちらか片方だけではだめで、
二つが掛け合わさって住み続けたい街にな
るという意見になりました。

オンラインのつながりが強いのかと思いました
が、お祭りや地元のつながりなどオフラインの
つながりをすごく大事にしていると思いました。

Ｄグループ　　　　　長谷川礼奈議員　大舘　隆行議員

高校生と意見交換
をしたのだ!

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員

担当議員
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令和 8年（2026年）11月15日

本文 13.5Q平90％

行間　通常 21H

　　　行数多い 19.5H

保健医療特別委員会

旧庁舎がメインとなって、所沢駅からのアプロー
チも1つだと思うが、西所沢駅と航空公園駅から
も同じぐらいの距離感かと思う。3方向から呼び
込めるという考え方については何かあるか。

具体的な話は出ていないが、西所沢駅から旧庁舎
方面へのアプローチの話は、大きな視点としては出
ており、西所沢駅方面の商店もあるので、そちらと
の連携も見えてくると考えている。 

保健医療計画、病院事業会計の現状及び課題について調査・研究を行い、
健全な病院経営及び地域医療体制の充実に資することを目的に設置。

スケジュール

建設環境常任委員会

6月19日に設置された保健医療
特別委員会では、12月に提言を
行う予定のため、活発な調査・
研究を行っているのだ!

 6月 現状と今後のスケジュールを確認
 7月・8月 医療センターの現地視察
  意見交換、参考人招致
 10月・11月 先進市の現地視察
  意見交換等

市民医療センター事務部より、事務局職員や医師の人数など含む病院運営の状況についての説明を受け、さらに
医療機器などの設備の説明や建物の現状の説明を受けた後、質疑応答を行った。

所沢市介護保険サービス事業者連絡協議会会長に参考人として出席していただき、ケアマネジャーとしての取組、
市民医療センターへの関わりや今後の希望について御意見を伺い、その後質疑応答を行った。

市民医療センター事務部より、委員会から提出を求めていた市民医療センターの老朽化の現状や現行の再整備計画
案に関する資料について説明を受けた後、質疑応答を行った。

市民医療センターの施設の老朽化や運営上の課題等について
実態を把握する必要があることから、調査・研究の参考とする
ため視察を行った。

本市全体の地域医療体制について、地域医療の最前線で本市
の保健医療を支えていただいている所沢市医師会の意見を伺う
ため、視察を行った。

6月30日

8月19日

8月24日

7月22日　市民医療センター

7月10日

8月28日　 一般社団法人所沢市医師会

調　査

視　察

所管事務調査

7月13日　 7月14日　　  地域公共交通計画視　察

12月
提　言
予　定

市街地整備について
土地利用について

前橋市単独ではなく、群馬県が中心となり広域的な公共交通サービスを実現し
ている点は重要であり、また、高齢者だけでなく若年層への運賃補助や交通
安全対策を進め、将来的な公共交通利用者を育てる視点は、参考にすべき取
組であると感じました。

前橋市（群馬県）

自家用有償旅客運送「さんぽくん」は、既存の路線バスを補完しながら、交通
空白地域の移動手段を確保し、地域住民が主体的に運営に関わる仕組みと
なっており、地域住民や行政等がそれぞれの役割を担い、「共創」によって持続
可能な公共交通を構築している点が大変参考となりました。

村上市（新潟県）

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

《視察概要》《会議録》

《視察概要》《会議録》

保健医療計画、病院事業会計の現状及び課題について
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市民文教常任委員会

総務経済常任委員会

東所沢という面としてみんなで盛り上がっていき
たいのか、それとも、商店街みたいに一つ一つ
が輝く感じなのか。

「リノベーションまちづくり、まちづくり会社」「産業振興ビジョン」では、東西から2名の商店街代表者を参考人として出席して
いただき、御意見を伺いました。

面としてどんどんやっていきたい。東所沢と東所沢
和田を一つにまとめたいくらいの気持ちで商店組合
はできていると聞いている。

8月10日所管事務調査 リノベーションまちづくり、まちづくり会社、産業振興ビジョン 
新所沢パルコ跡地の活用、狭山丘陵の魅力づくりとボールパーク

7月6日　 7月8日　　  学校教育について視　察

部活動の外部指導員の確保には、地元のスポーツ協会に所属している方々から
の協力はもちろん、部活動の顧問を経験した教員経験者にも協力をいただかな
いと、休日の部活動の地域展開は容易には進んでいかないと感じました。

鳥取市（鳥取県）

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

一人一人が抱える様々な困りごとへの解決の一助となるような資料・図書を目立
つ位置へ配架するなどの工夫が随所に見られ、図書館の持つ多様な役割への
使命感が非常に強く感じられました。

鳥取県立図書館（鳥取県）

生徒が減少傾向の中、比較的狭い市域内で自転車での移動が容易な3つの
中学校があり、部活動の種類ごとに1つの中学校を拠点校として位置づけて、
部活動を集約する方向性は合理的な判断であると感じました。 

境港市（鳥取県）

《視察概要》

7月7日　 7月9日視　察

今回の説明を聞いて、市議会としては、短期的ではなく長期的な計画として、
リノベーションまちづくりに取り組む体制を築きたいと感じました。

呉市（広島県）

ももたろう・スタートアップカフェのように若き起業家達が集まる場所は必要で
あり、集まりやすい場所であることも必要だと思いました。

ももたろう・スタートアップカフェ（岡山県）

「まちペイ」を行政ではなく、まちづくり松山が、開発運営して、約2500店で利用
できるということは見習わなければならない点でありました。

株式会社 まちづくり松山（愛媛県）

「未来食品創造企業」を掲げているだけあり、商品開発に力を注いでおり、新商品
（ミールキット）には、大きな可能性を感じました。

株式会社 中温  津吉工場（愛媛県）

《視察概要》《会議録》
公民連携、官学連携
リノベーションまちづくり、まちづくり会社
農地・これからの農業　
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健康福祉常任委員会
7月27日　 7月29日　　  保健所、高齢者支援視　察

墨田区では、子育て分野と区民の健康を総合的にとらえ、区民が抱える様々な課題は、
1つの部署で解決することが困難になってきていることを認識し、保健所と子育て支
援総合センターを1つの館にしたということが斬新的で合理的な考え方だと思いました。

墨田区保健所（東京都）

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

認知症の早期受診を支援する「診断助成制度」と、認知症の方が関わる事故
を救済する「事故救済制度」を組み合わせて実施する、全国初の制度である
「神戸モデル」は当市でも実現させたい制度であると感じました。

神戸市（兵庫県）

「買い物応援ネットワーク（地域協働による買い物支援）」は、運営する側、
買い物する側で、買い物がつながりを生み、つながりが安心と活力を生みだ
していくことが実現できるのだと感じました。

北九州市（福岡県）

《視察概要》

広聴広報委員会
8月17日　 8月18日　　  視　察

若い世代に「議会を知ってもらう」だけでなく、「自分の地域について考え、自
分の意見を議員に伝える」ところまでつなげている点が特に参考になり、所沢
市議会での高校生との取組にも生かしていきたいと思いました。

静岡市議会（静岡県）

委員長の
　ひとこと

委員長の
　ひとこと

磐田市議会では「世代別意見交換会」「分野別意見交換会」「公募型意見交換
会」など、多様な形で市民との対話の機会を設けています。市民の声を「聴く」
だけでなく、「議会で共有する」「政策につなげる」「結果を返す」ところまで
を一つの循環にしていくことの大切さを学びました。

磐田市議会（静岡県）

《視察概要》こども模擬議会、高校生との意見交換会
公募型意見交換会、青城小学校との意見交換　
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ご
く
心
の
中
で

あ
っ
た
の
で
、
も
う
1
回
自
分
も
挑
戦

し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え

て
、
競
輪
学
校
を
受
験
し
ま
し
た
。

■
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
競
輪
を
通
じ
て

学
ん
だ
こ
と
は

　
ど
の
種
目
も
全
部
が
う
ま
く
い
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
挫
折
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
自
分
は
言
わ
れ
て
す
ぐ
で
き
る
タ

イ
プ
で
は
な
く
、
同
じ
こ
と
を
何
回
も
繰

り
返
し
て
よ
う
や
く
で
き
る
タ
イ
プ
で

す
。
継
続
が
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と
を
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

■
競
輪
を
見
た
こ
と
が
な
い
人
に
面
白

さ
を
伝
え
る
と
し
た
ら

　
他
の
公
営
競
技
と
は
違
い
、
人
が
や

る
種
目
な
の
で
、
人
と
人
と
の
駆
け
引

き
や
、
生
で
見
た
と
き
の
ス
ピ
ー
ド
感
、

風
の
音
が
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
駆
け

引
き
も
あ
る
の
で
、
体
力
だ
け
で
な
く
、

技
術
に
よ
っ
て
年
齢
が
高
い
人
で
も
、

若
い
人
に
勝
て
る
と
い
う
面
白
さ
も
あ

り
ま
す
。

■
新
し
く
何
か
に
挑
戦
し
よ
う
か
迷
っ

て
い
る
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

　
と
に
か
く
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
一

歩
踏
み
出
し
て
み
る
。
も
し
や
っ
て
駄
目

で
も
、
失
敗
と
は
捉
え
な
い
で
、
自
分
の

経
験
値
が
増
え
た
と
い
う
ぐ
ら
い
の
気
持

ち
で
や
っ
て
み
る
の
が
い
い
と
思
い
ま

す
。
あ
ま
り
構
え
ず
に
、
と
り
あ
え
ず

や
っ
て
み
て
、
も
し
成
功
し
た
ら
そ
の
先

に
ま
た
目
標
を
見
つ
け
て
や
っ
て
い
く
。

そ
の
一
歩
が
難
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

軽
い
気
持
ち
で
挑
戦
し
て
み
て
い
い
と
思

い
ま
す
。

■
所
沢
で
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思

う
こ
と
は

　
新
所
沢
パ
ル
コ
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
活
気
が
所
沢
駅
の
ほ
う
に
集
中
し
て

し
ま
っ
た
感
じ
が
す
る
の
で
、
地
元
の
新

所
沢
駅
周
辺
が
も
う
少
し
盛
り
上
が
っ
て

く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

高橋梨香 さん 
たか はし り か

秋
の
深
ま
り
と
と

も
に
色
づ
く
銀
杏

や
も
み
じ
な
ど
の

紅
葉
に
い
や
さ
れ

ま
す
。
故
郷
松
本
の
秋
晴
れ
と
、

山
々
の
紅
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。

（
矢
作
）

秋
の
味
覚
を
楽
し
み
な
が
ら
、
健
康

第
一
!
た
だ
し
食
べ
過
ぎ
に
は
要
注

意
で
す
ね
。
議
会
も
ス
ポ
ー
ツ
も
、

体
力
勝
負
で
頑
張
り
ま
す
。　
（
中
）

実
り
の
秋
。
地
域
の
行
事
で
皆
さ
ま

と
ふ
れ
あ
い
、
伺
っ
た
声
を
大
切
に
、

こ
れ
か
ら
も
市
政
へ
し
っ
か
り
届
け

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
（
秋
田
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
石
本　
亮
三　
　
長
谷
川
礼
奈

　
〇
山
口　
浩
美　
　
松
本　
明
信

　
　
斉
藤
か
お
り　
　
谷
口　
雅
典

　
　
神
戸　
鉄
郎　
　
福
原　
浩
昭

　
　
中
井
め
ぐ
み　
　
中　
　
毅
志

　
　
矢
作
い
づ
み　
　
秋
田　
　
孝

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

秋


